cnkilLife

FRE: LRP5 99 X¥E /5 O—FI)Lis
74 04 %ES: AMRe86485

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

F5H

FIREE
HTE

nIRIER

BIEFR
RI&
BZFID
SwissProt ID
RER

Al
Bt

ERRUYXE/ U 0—F IR
SEFE

WB,IP

Eb IURX, Ty b

E[=2544

REIE

I9G

®/80—F+)L

RIR

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
A%

KER
50mM fUXG Yy (pH74) . 0.15M NaCl, 40%% )to—J. 0.01%7 o+ tU D
L, 0.05%fRESR VN BERACHRCTRHASNEY. ZEAL L 12 yBERETY.

FT4 =T 1 —FER
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Calculated MW:179 kDa; Observed MW:200 kDa

LRP5
HBM; LR3; OPS; EVR1; EVR4; LRP7; OPPG; BMND1; LRP-5; LRP-7; OPTAT; PCLD4; VBCH2
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、受容体を介したエンドサイトーシス過程においてリガンドに結合し、それを内部に取り込む膜貫通型低密度リポタンパク質受容体をコードしています。このタンパク質は、Wntタンパク質によるシグナル伝達において、Frizzledタンパク質ファミリーメンバーと共受容体として機能し、ヒトにおける1型糖尿病との関連性に基づいてクローニングされました。このタンパク質は骨格恒常性維持に重要な役割を果たしており、多くの骨密度関連疾患はこの遺伝子の変異によって引き起こされます。また、この遺伝子の変異は、家族性滲出性硝子体網膜症も引き起こします。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年5月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	LRP5 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。
	

	AMRe86485 を 1:1000 で使用して、C2C12 細胞およびラットの心臓、ラットの腎臓組織からの抽出物のウエスタン ブロット分析を行いました。

